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■ご利用状況に合わせてお使いいた

だくことができます。 

STEP1 

登録・連携 

STEP2 

データ移行ツール導入 

STEP3 

データ移行 

様々な使い方につ

いて 

ヤマトビジネスメンバー

ズに未登録の方 

⇒P.3～P.6へ 

ヤマトビジネスメンバーズ

の登録があり、かつYBM

連携をされている方 

⇒P.7～P.11へ 
 

ダウンロード・ 

インストール
⇒P.17へ 
 

複数台のパソコン

にB2を導入され

ている場合 

⇒P.30へ 
 

ヤマトビジネスメンバーズ

の登録があり、まだYBM

連携をされていない方 

⇒P.12～P.15へ 

登録状況・操作状況に応じて該当ページをご参照ください。 

お客様ごとの対応方法参照ガイド 

■ヤマトビジネスメンバーズのご登録や、

YBM連携を行います。 

■ダウンロード、インストールを行い

ます。 
■ツールでデータの移行を行います。 

Ver6、Ver7のいず

れか一方を導入されて

いる方 

⇒P.18～P.23へ 
 

Ver6とVer7を両方

導入されている方 

⇒P.24～P.29へ 
 

■複数のパソコン、複数のB2を導入されている場合は、P.24～P.29、P.30も併せて 

 お読みいただきご操作してください。 

YBM連携をされているか

わからない方 

⇒P.16へ 
 

 ※ヤマトビジネスメンバーズ連携は以下YBM連携と記載します。 

※「国際宅急便」のデータは、データ移行ツールでは移行できません。 
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1.登録・YBM連携

■ヤマトビジネスメンバーズ未登録の方

　　起動時に表示される本画面より、「今すぐ移行する」をクリックします。

　　移行作業の全体イメージが表示されます。「次へ」をクリックします。

1 

2 
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1.登録・YBM連携

　　「送り状発行ソフトB2」にて設定されている運賃のご請求先が表示されます。

ヤマトビジネスメンバーズの登録に利用したいご請求先を選び、

「確認」をクリックしてください。

＜ご請求先とお客様コードについて＞
ご請求先コードは以下のように構成され、その一部をお客様コードと呼称します。

お客様コードはヤマトビジネスメンバーズにログインする際にお使いいただきます。

【入力例（請求先分類コード有】

【入力例（請求先分類コード無】

運賃管理番号ご請求先分類コードご請求先顧客コード

0123456789 01000

3 

請求先顧客コード：0123456789を入力 請求先分類コード：000を入力 

お客様コードとして使用します。分類コードは設定されていない場合もあります。 お客様コードとして使用しません。 

請求先顧客コード：0123456789を入力 入力不要 
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1.登録・YBM連携

　　お客様情報を登録する画面になります。必須項目をご入力し、

利用規約に同意の上で、「同意して進む」をクリックしてください。

　　入力された内容の確認画面になります。

内容にお間違いが無ければ、「確定」をクリックしてください。

4 

5 
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1.登録・YBM連携

　　ヤマトビジネスメンバーズの登録は完了です。

画面下部の「ダウンロード」をクリックしてください。

ヤマトビジネスメンバーズの登録は完了です。

次に移行ツールを導入していただきます。

以降の操作は本マニュアルの「2.ツール導入　P.17」を参照ください。

6 
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1.登録・YBM連携

■YBMログイン連携済みの場合

　　起動時に表示される本画面より、「今すぐ移行する」をクリックします。
※画面を閉じた場合は、メインメニュー上の「B2クラウドへ移行」ボタンより

再度表示することができます。

　　移行作業の全体イメージが表示されます。「次へ」をクリックします。2 

1 
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1.登録・YBM連携

　　「送り状発行ソフトB2」にてYBM連携されているお客様コードが表示されます。

表示されているお客様コードを使って、ヤマトビジネスメンバーズにログインし、

B2クラウドをご利用いただくことができます。

データ移行先として問題が無ければ、「ダウンロード」ボタンをクリックします。

以降の操作は本マニュアルの「2.ツール導入　P.17」を参照ください。

表示されたお客様コード以外のコードを利用されたい場合は、

「お客様コード追加」ボタンをクリックします。

また、追加したいご請求先が、ヤマトビジネスメンバーズに登録されているか否かで

以降の操作が異なります。

◆希望されているコードがヤマトビジネスメンバーズに登録済みの場合
⇒P.9の手順④-⑤を参照ください。

◆希望されているコードがヤマトビジネスメンバーズに未登録の場合
⇒P.10の手順⑥-⑨を参照ください。
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1.登録・YBM連携

＜希望されているコードがヤマトビジネスメンバーズに登録済みの場合＞

　ヤマトビジネスメンバーズに登録をされているお客様コードをお持ちの場合は、
下記の枠にそれぞれご入力いただき、ログインします。

※登録済みのお客様コードをお持ちでない場合は、次ページの

「希望されているコードがヤマトビジネスメンバーズに未登録の場合」を参照ください。

　　ヤマトビジネスメンバーズのログイン連携は完了です。

画面下部の「ダウンロード」をクリックしてください。

以降の操作は本マニュアルの「2.ツール導入　P.17」を参照ください。

5 
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1.登録・YBM連携

＜希望されているコードがヤマトビジネスメンバーズに未登録の場合＞

　ヤマトビジネスメンバーズの登録に利用したいご請求先を選び、

「確認」をクリックしてください。

　　お客様情報を登録する画面になります。

必須項目をご入力の上、「同意して進む」をクリックしてください。
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1.登録・YBM連携

　　入力された内容の確認画面になります。

内容にお間違いが無ければ、「確定」をクリックしてください。

　　ヤマトビジネスメンバーズの登録は完了です。

画面下部の「ダウンロード」をクリックしてください。

ヤマトビジネスメンバーズの登録は完了です。

次に移行ツールを導入していただきます。

以降の操作は本マニュアルの「2.ツール導入　P.17」を参照ください。
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1.登録・YBM連携

■YBMログイン未連携の場合

　　起動時に表示される本画面より、「今すぐ移行する」をクリックします。
※画面を閉じた場合は、メインメニュー上の「B2クラウドへ移行」ボタンより再表示できます。

　　移行作業の全体イメージが表示されます。「次へ」をクリックします。

　　追加したいご請求先が、ヤマトビジネスメンバーズに登録されているか否かで

以降の操作が異なります。

◆希望されているコードがヤマトビジネスメンバーズに登録済みの場合
⇒P.13の手順④-⑤を参照ください。

◆希望されているコードがヤマトビジネスメンバーズに未登録の場合
⇒P.14の手順⑥-⑨を参照ください。

2 

1 

3 
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1.登録・YBM連携

＜希望されているコードがヤマトビジネスメンバーズに登録済みの場合＞
　ヤマトビジネスメンバーズに登録をされているお客様コードをお持ちの場合は、

下記の枠にそれぞれご入力いただき、ログインします。

※登録済みのお客様コードをお持ちでない場合は、次ページの

「希望されているコードがヤマトビジネスメンバーズに未登録の場合」を参照ください。

　　ヤマトビジネスメンバーズのログイン連携は完了です。

画面下部の「ダウンロード」をクリックしてください。

以降の操作は本マニュアルの「2.ツール導入　P.17」を参照ください。
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1.登録・YBM連携

＜希望されているコードがヤマトビジネスメンバーズに未登録の場合＞

　ヤマトビジネスメンバーズの登録に利用したいご請求先を選び、

「確認」をクリックしてください。

　　お客様情報を登録する画面になります。

必須項目をご入力の上、「同意して進む」をクリックしてください。
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1.登録・YBM連携

　　入力された内容の確認画面になります。

内容にお間違いが無ければ、「確定」をクリックしてください。

　　ヤマトビジネスメンバーズの登録は完了です。

画面下部の「ダウンロード」をクリックしてください。

ヤマトビジネスメンバーズの登録は完了です。

次に移行ツールを導入していただきます。

以降の操作は本マニュアルの「2.ツール導入　P.17」を参照ください。
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1.登録・YBM連携

■YBMログイン連携の有無が不明な方

　　B2にログインし、メインメニューより、「YBM連携解除」ボタンをクリックします。

　　表示画面をご確認ください。ログイン連携済みかどうかで表示が異なります。

【ヤマトビジネスメンバーズとログイン連携済みの場合】

⇒P.7からの「ヤマトビジネスメンバーズの登録があり、かつYBM連携をされている方」                    

を次に参照ください。    

【ヤマトビジネスメンバーズとログイン連携が済んでいない場合】

⇒P.12からの「ヤマトビジネスメンバーズの登録があり、まだYBM連携をされていない方」           

を次に参照ください。   

1 
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2.データ移行ツールの導入

■ダウンロード・インストール手順

　　「ダウンロード」ボタンをクリックすると、「B2CloudIkouSetup.exe」が

ダウンロードされます。

　　「B2CloudIkouSetup.exe」を実行すると、インストールが開始されます。

インストール先の選択は特に行う必要はありません。「次へ」をクリックします。

　　「完了」をクリックすればインストールが完了します。

※約2～3分ほどインストールに時間を要する場合があります。

1 

2 

3 
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3.データ移行ツールの操作

■Ver.6、Ver.7のいずれか一方を導入されている場合

　　下記アイコンがデスクトップ上に表示されていることを確認し、起動します。

　　起動するとお使いの「送り状発行ソフトB2」のバージョンが表示されます。
「次へ」をクリックします。

【Ver 6.29をお使いの場合】

【Ver 7.16をお使いの場合】

※「プロキシ設定」については、特段ご操作いただく必要はございません。

社内セキュリティ上設定を行われる場合は、システム管理者様へご相談ください。

1 
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3.データ移行ツールの操作

　　「送り状発行ソフトB2」のデータを移行させる先のお客様コードを選択します。

移行後、選択したお客様コードでヤマトビジネスメンバーズにログインすることで、

移行したデータをご利用いただけます。ご確認後に「次へ」をクリックします。

　　メニュー画面が表示されます。

◆「データ移行」ボタンについて

⇒P.20～P.21を参照ください。

◆「請求先移行」ボタンについて

⇒P.22～P.23を参照ください。

◆「移行結果確認」ボタンについて

⇒P.23を参照ください。

3 

4 
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3.データ移行ツールの操作

＜「データ移行」ボタンについて＞

　　「データ移行」ボタンをクリックすると、移行可能な各種データの内訳と

件数が表示されます。

ご確認の上で「実行」をクリックし、表示されるダイヤログで「次へ」をクリックします。

※未発行分データ、出荷先グループは移行することができません。

※出荷データの件数は、取り消し済みデータの件数を含みます。

　　B2クラウドへデータを移行する準備ができました。アップロードするデータの

種別を画面で選択し、「実行」をクリックします。

1 

2 
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3.データ移行ツールの操作

　　下記メッセージが表示されれば、アップロードは完了です。

「OK」ボタンをクリックします。

※移行したデータは当日中はご利用いただくことはできません。

　　再度メニュー画面が表示されます。作業当日はこれで作業完了となります。

「終了」をクリックします。

移行作業の翌日以降に「移行結果確認」をクリックします。

3 
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3.データ移行ツールの操作

＜「請求先移行」ボタンについて＞
※以下操作は複数の請求先を設定されていて、かつ移行を希望される場合に

行う操作です。該当しない場合は不要です。

　　メニュー画面より、「請求先移行」をクリックします。

　　移行できる請求先が一覧で表示されます。ご確認の上で「確定」をクリックします。

※請求先を移行することで、「送り状発行システムB2クラウド」でも任意の請求先を

送り状作成画面でお選びいただくことができます。

1 

2 

22



3.データ移行ツールの操作

　　下記メッセージが表示されれば、アップロードは完了です。「OK」をクリックします。

移行作業の翌日以降に「移行結果確認」をクリックすることで他データと同様に

結果の確認ができます。

＜「移行結果確認」ボタンについて＞

　　移行結果が表示されます。以降、移行したデータを使用して

「送り状発行システムB2クラウド」をご利用いただくことができます。

本画面でエラーが表示されている場合は、「エラー時の対応」を参照ください。
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3.データ移行ツールの操作

■Ver6とVer7を両方導入されている方

　　下記アイコンがデスクトップ上に表示されていることを確認し、起動します。

　　起動するとお使いの「送り状発行ソフトB2」のバージョンが表示されます。

操作する順序に指定はございませんが、「送り状発行ソフトB2」Ver.6、Ver.7の

両方のデータを移行される場合は、本ツールでの作業をそれぞれのバージョンごとに

行う必要がございます。

いずれかのバージョンを選んで「次へ」をクリックします。

※「プロキシ設定」については、特段ご操作いただく必要はございません。

社内セキュリティ上設定を行われる場合は、システム管理者様へご相談ください。
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3.データ移行ツールの操作

　　「送り状発行ソフトB2」のデータを移行させる先のお客様コードを選択します。

移行後、選択したお客様コードでヤマトビジネスメンバーズにログインすることで、

移行したデータをご利用いただけます。ご確認後に「次へ」をクリックします。

　　メニュー画面が表示されます。「データ移行」をクリックします。

◆「データ移行」ボタンについて

⇒P.26～P.27を参照ください。

◆「請求先移行」ボタンについて

⇒P.28～P.29を参照ください。

◆「移行結果確認」ボタンについて

⇒P.29を参照ください。
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3.データ移行ツールの操作

＜「データ移行」ボタンについて＞

　　「データ移行」ボタンをクリックすると、移行可能な各種データの内訳と

件数が表示されます。

ご確認の上で「実行」をクリックし、表示されるダイヤログで「次へ」をクリックします。

※未発行分データ、出荷先グループは移行することができません。

※出荷データの件数は、取り消し済みデータの件数を含みます。

　　B2クラウドへデータを移行する準備ができました。アップロードするデータの

種別を画面で選択し、「実行」をクリックします。
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3.データ移行ツールの操作

　　下記メッセージが表示されれば、アップロードは完了です。

「OK」ボタンをクリックします。

※移行したデータは当日中はご利用いただくことはできません。

　　再度メニュー画面が表示されます。作業当日はこれで作業完了となります。

「終了」をクリックします。

移行作業の翌日以降に「移行結果確認」をクリックします。
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3.データ移行ツールの操作

＜「請求先移行」ボタンについて＞
※以下操作は複数の請求先を設定されていて、かつ移行を希望される場合に

行う操作です。該当しない場合は不要です。

　　メニュー画面より、「請求先移行」をクリックします。

　　移行できる請求先が一覧で表示されます。ご確認の上で「確定」をクリックします。

※請求先を移行することで、「送り状発行システムB2クラウド」でも任意の請求先を

送り状作成画面でお選びいただくことができます。
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3.データ移行ツールの操作

　　下記メッセージが表示されれば、アップロードは完了です。「OK」をクリックします。

移行作業の翌日以降に「移行結果確認」をクリックすることで他データと同様に

結果の確認ができます。

＜「移行結果確認」ボタンについて＞

　　移行結果が表示されます。以降、移行したデータを使用して

「送り状発行システムB2クラウド」をご利用いただくことができます。

本画面でエラーが表示されている場合は、「エラー時の対応」を参照ください。

　　もう一方のバージョンについても移行を行う場合は、一度ツールを終了し、

再度P.24の手順②から作業を行ってください。

1 

3 

2 
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様々な使い方について

■複数台のパソコンに「送り状発行ソフトB2」を導入されている場合

お客様の様々な運用に合わせて「送り状発行システムB2クラウド」を活用して

いただくことができます。

①データを1つのアカウント（お客様コード）にまとめて運用したい場合

上記のようにそれぞれのパソコンごとに管理されていた各種データを

「送り状発行システムB2クラウド」へ集約することができます。

移行後はどのパソコンからでもログインしてご利用いただくことができます。

この場合は同じお客様コードを使って各パソコンで移行作業を行ってください。

②データを１つにまとめずに分けて運用したい場合

上記のように従来通りにデータを各パソコンで管理してご利用いただくことができます。

この場合は、各パソコンごとに指定の別のお客様コードを用いた上で、データの

移行作業を行ってください。

アップロード 

アップロード 

ツール操作 

ツール操作 

ツール操作 

ツール操作 アップロード 

アップロード 
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エラー時の対応　目次

エラー表示時にご操作されている画面に合わせてご参照ください。 

 ■データ移行画面で「実行」ボタンを押下するとエラーが表示される                      P.43～P.47 

 ■「データ移行」を押下するとエラーが表示される                                                   P.38～P.39 

 ■プロキシ設定後にエラーが表示される                                    P.36～P.37 

 ■B2のバージョンを選択後に「次へ」を押下するとエラーが表示される              P.34～P.35 

 ■データ移行ツール起動時にエラーが表示される                            P.32～P.33 

 ■「請求先移行」ボタンを押下するとエラーが表示される                                   P.48～P.49 

 ■「移行結果確認」ボタンを押下するとエラーが表示される                               P.50～P.55 

 ■移行結果確認画面でダウンロードボタンを押下するとエラーが表示される                           P.56 

■「バージョン選択」～「お客様コード選択」時   

■ツール起動時   

■各種ボタンメニュー操作時 

 ■データ取得画面で「実行」ボタンを押下するとエラーが表示される                          P.39～P.42 

■ツール操作時全般                                 P.57 
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ツール起動時

■データ移行ツール起動時にエラーが表示される

【エラー画面】

【対応】
既にデータ移行ツールが起動しています。お使いのパソコン上で移行ツールの

画面表示を再度ご確認ください。

【エラー画面】

【対応】
データ移行ツールは、「送り状発行ソフトB2」がインストールされているパソコンで

起動を行ってください。

【エラー画面】

【対応】
データ移行ツールを7:00～25:00の間に起動してください。
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ツール起動時

【エラー画面】

【対応】
既に移行作業が完了している場合は、対応していただく必要はございません。

完了前であれば「OK」ボタンを押し、データ移行ツールを再起動してください。

【エラー画面】

【対応】
「送り状発行ソフトB2」が起動しています。「送り状発行ソフトB2」を終了してください。

終了しても本エラーメッセージが表示される場合は、ご利用のパソコンを再起動してください。

【エラー画面】

【対応】
「送り状発行ソフトB2」を起動し、更新する必要がございます。

メインメニューより、「システム管理」-「最新バージョン取得（全て）」を実行してください。
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「バージョン選択」～「お客様コード選択」時

■Ｂ２のバージョンを選択後に「次へ」を押下するとエラーが表示される

【エラー画面】

【対応】
「OK」ボタンを押し、データ移行ツールを再起動してください。

【エラー画面】

【対応】
「OK」ボタンを押し、データ移行ツールを終了してください。「送り状発行ソフトB2」にて

ヤマトビジネスメンバーズのお客様コードを連携させてからデータ移行ツールを使用してください。
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「バージョン選択」～「お客様コード選択」時

【エラー画面】

【対応】
「OK」ボタンを押し、データ移行ツールを再起動してください。

改善が見られない場合、選択したお客様コードは「送り状発行システムB2クラウド」を

ご利用できないお客様コードの可能性があります。

ご登録を確認させていただきますので、B2サポートセンター・B2クラウドへの切り替え専用窓口

(0120-58-0431)までお問合せください。

【エラー画面】

【対応】
未発行の送り状データは移行できません。

該当の送り状データを移行したい場合は、「送り状発行ソフトB2」にて払込票を発行した

　送り状を発行後、データ移行ツールを再起動し、最初からやり直してください。
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「バージョン選択」～「お客様コード選択」時

■プロキシ設定後にエラーが表示される

【エラー画面】

【対応】
プロキシ設定画面にて、プロキシサーバのURLを見直してください。

【エラー画面】

【対応】
プロキシサーバのURLを正しい値に修正してください。
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「バージョン選択」～「お客様コード選択」時

【エラー画面】

【対応】
「OK」ボタンを押し、データ移行ツールを再起動してください。

【エラー画面】

【対応】
「OK」ボタンを押し、データ移行ツールを再起動してください。

改善が無い場合、データ移行ツールのプロキシ設定を再度ご確認ください。

設定をされたお心当たりが無い場合は、Internet Explorerのプロキシサーバの設定を

社内でご確認ください。
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各種ボタンメニュー操作時

■「データ移行」を押下するとエラーが表示される

【エラー画面】

【対応】
＜お届け先マスタ、ご依頼主マスタ、品名マスタ＞

上限件数を超えている場合は「実行」ボタンをクリックできません。

以下のいずれかの方法お試しください。

①「送り状発行ソフトB2」にて不要なデータを削除してから移行してください。

②「送り状発行ソフトB2」から外部出力したファイルを上限件数を超過しないように編集後に

「送り状発行システムB2クラウド」の「外部データの登録」より取込み、

画面にて確認・修正・登録を行ってください。

＜取込みパターン＞

名称の長さが全角19文字を超える取込みパターンの場合、または名称に禁則文字（※）

が使用されている場合は移行できないため、「送り状発行システムB2クラウド」にて

当該取込みパターンのマスタ登録を行ってください。

※禁則文字：半角スペース!\"#&'()=~|`{+*}<>?[;:],.

＜出荷データ＞

過去90日前を起点とし、そこから最大50,000件が移行対象となります。

　そのため、上記に該当しない出荷データは移行できません。
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各種ボタンメニュー操作時

【エラー画面】

【対応】
「OK」ボタンを押し、データ移行ツールを再起動してください。

■データ取得画面で「実行」を押下するとエラーが表示される

【エラー画面】

【対応】
「OK」ボタンを押し、データ移行ツールを再起動してください。
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各種ボタンメニュー操作時

【エラー画面】

【対応】
「送り状発呼システムB2クラウド」で使用できない文字が含まれているデータを

移行したい場合は、以下の手順を行ってください。

なお、移行するデータの種類によって対応方法が異なります。

■お届け先マスタ、ご依頼主マスタ、品名マスタ

■お届け予定eMailメッセージマスタ、お届け完了eMailメッセージマスタ

■取込みパターンマスタ、取込みパターンマスタ詳細　の場合

※以下はお届け先マスタの対応例です。他マスタも同様に対応可能です。

①B2メインメニューから「マスタ管理」を選択し、お届け先マスタメンテナンスの

「個別登録」を選択します。
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各種ボタンメニュー操作時

②画面右下の「一覧表示」をクリックし、切り替わり後に、画面右側の「検索」をクリックします。

登録されているマスタが全件表示されます。

③データ移行ツールから出力されたエラー情報ファイルを開きます。

ファイルには「送り状発行ソフトB2」のデータが出力されており、

「送り状発行システムB2クラウド」で使用できない文字は

「"移行不可文字"」に変換されています。

④エラー情報ファイルをもとに、問題となっているデータを修正もしくは削除し、

再度データ移行してください。
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各種ボタンメニュー操作時

■出荷履歴データ、収納代行データ　の場合

発行済の出荷データはデータの変更ができないため

「送り状発行システムB2クラウド」で使用できない文字を含んだデータは移行できません。

ご了承ください。

※エラー情報ファイルには移行できない出荷データの伝票番号が出力されています。
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各種ボタンメニュー操作時

■データ移行画面で「実行」ボタンを押下するとエラーが表示される

【エラー画面】

【対応】
マスタデータ、出荷データのいずれか、または両方を選択してください。

【エラー画面】

【対応】
「OK」ボタンを押し、データ移行ツールを再起動してください。
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各種ボタンメニュー操作時

【エラー画面】

43

【対応】
移行データファイルの容量が一定量を超えた場合は移行できません。

以下の方法をお試しください。

①マスタデータと出荷データを別々に移行します。

ａ．マスタデータのみを選択し、移行します。

ｂ．次に出荷データのみを選択し、移行します。

※この場合、移行結果確認画面にて確認できる移行件数はｂ．のみとなりますが

実際には移行されています。

②前述①の方法でも改善が無い場合、　各種マスタを「送り状発行ソフトB2」から

外部出力し、移行先の「送り状発行システムB2クラウド」へ取り込む対応になります。

手順の詳細については、B2サポートセンター・B2クラウドへの切り替え専用窓口

(0120-58-0431)までお問合せください。

※①の対応手順で改善が無い場合、外部データの取込みパターン、お届け予定eメールに

登録済みのメッセージ、お届け完了eメールに登録済みのメッセージ、および出荷データに

ついては移行できません。あらかじめご了承ください。
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各種ボタンメニュー操作時

【エラー画面】

【対応】
「OK」ボタンを押し、データ移行ツールを再起動してください。

【エラー画面】

【対応】
「OK」ボタンを押し、データ移行ツールを再起動してください。
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各種ボタンメニュー操作時

【エラー画面】

【対応】
「OK」ボタンを押し、データ移行ツールを再起動してください。

【エラー画面】

【対応】
現在使用中の古いデータ移行ツールをアンインストール後、最新版のデータ移行ツールを

ダウンロード・インストールし、最初からやり直してください。
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各種ボタンメニュー操作時

【エラー画面】

【対応】
翌日以降に再度実施してください。

お急ぎの場合は、P.58の特定エラー時のデータ移行手順をご参照ください。

ただし、出荷データや取込みパターン等は移行できません。
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各種ボタンメニュー操作時

■「請求先移行」ボタンを押下するとエラーが表示される

【エラー画面】

【対応】
「OK」ボタンを押し、データ移行ツールを再起動してください。

【エラー画面】

【対応】
「OK」ボタンを押し、データ移行ツールを再起動してください。
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各種ボタンメニュー操作時

【エラー画面】

【対応】
「送り状発行ソフトB2」において選択可能な請求先が1つの場合、同画面が表示されます。

請求先移行は不要ですので、画面を閉じ、引き続き操作を実行してください。

複数のヤマトビジネスメンバーズのお客様コードを保持している場合、別のお客様コードを

選択し直すことで改善が見られる可能性があります。

データ移行ツールを再度起動し、別のお客様コードを選択の上で「請求先移行」画面まで

お進みください。

上記のいずれにも該当しない場合、その他の原因が考えられます。

「ソフトB2からB2クラウドへの切り替え案内窓口」（0120-58-0431）

までお問い合わせください。

その際、表示されたエラーコードをお伝えください。

（コード例）「YBM_E0001」、「YBM_E0002」、「YBM_E0003」、「YBM_E0004」
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各種ボタンメニュー操作時

■「移行結果確認」ボタンを押下するとエラーが表示される

【エラー画面】

【対応】
データ移行先のお客様コードで既にご利用を開始されている場合に、移行後に

件数の上限を超過してしまうことがあります。

件数の上限について、お届け先マスタは2000件、ご依頼主マスタは100件、

品名マスタは300件までご登録が可能です。

対応方法については、以下手順を参照ください。

①ダウンロードボタンをクリックし、エラーファイルをダウンロードします。

ダウンロードしたファイルより、移行不可件数に合わせて不要なマスタを削除します。

対象のマスタの行を選択し、削除完了後に保存してください。
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各種ボタンメニュー操作時

②ヤマトビジネスメンバーズにログインし、B2クラウドメニューより

「各種マスタ（お届け先、ご依頼主、品名）の登録」の「外部データの登録」をクリックします。

③「マスタ選択」にて対象のマスタ種別をクリックし、取り込みパターンにて

「基本レイアウト(xls,xlsx または csv)」をクリックします。「ファイル選択」にて手順①で

作成されたファイルを選択してください。
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各種ボタンメニュー操作時

④紐付け項目に内容が反映されたことをご確認後に、「取込み開始」をクリックします。

⑤画面が切り替わりましたら、修正必要件数が「0件」であることを確認いただき、

画面最下部の「登録」をクリックします。

修正必要な赤いエラーが出ていた場合は、該当のデータのエラー箇所を修正します。

例えば、住所欄が赤く表示されている場合は、住所項目の修正が必要になります。

また、確認必要な内容については黄色く表示されます。

黄色い表示のデータについては、内容の確認は必要ですが、そのまま登録は可能です。

52



各種ボタンメニュー操作時

【エラー画面】

【対応】
データを移行される前に表示された場合は、対応する必要はございません。

データを移行された後に表示された場合は「OK」ボタンを押し、データ移行ツールを

再起動してください。

【エラー画面】

【対応】
「OK」ボタンを押し、データ移行ツールを再起動してください。
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各種ボタンメニュー操作時

【エラー画面】

【対応】
「OK」ボタンを押し、データ移行ツールを再起動してください。

【エラー画面】

【対応】
「OK」ボタンを押し、データ移行ツールを再起動してください。

54



各種ボタンメニュー操作時

【エラー画面】

【対応】
現在使用中の古いデータ移行ツールをアンインストール後、最新版のデータ移行ツールを

ダウンロード・インストールし、最初からやり直してください。

【エラー画面】

【対応】
「OK」ボタンを押し、データ移行ツールを再起動してください。
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各種ボタンメニュー操作時

■「移行結果確認」画面のダウンロードボタンを押下するとエラーが表示される

【エラー画面】

【対応】
「OK」ボタンを押し、データ移行ツールを再起動してください。

【エラー画面】

【対応】
現在使用中の古いデータ移行ツールをアンインストール後、最新版のデータ移行ツールを

ダウンロード・インストールし、最初からやり直してください。
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ツール操作時全般

【エラー画面】

【対応】
P.58の特定エラー時のデータ移行手順をご参照ください。

ただし、出荷データや取込みパターン等は移行できません。
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特定エラー時のデータ移行手順

※以下はお届け先マスタの対応例です。他マスタも同様に対応可能です。

①B2メインメニューから「マスタ管理」を選択し、お届け先マスタメンテナンスの

「個別登録」を選択します。

②画面右下の「一覧表示」をクリックし、切り替わり後に、画面右側の「検索」をクリックします。

登録されているマスタが全件表示されます。

　※全件確認ではなく、一部データ確認の場合は抽出条件を設定してください。
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特定エラー時のデータ移行手順

③表示内容を確認後、「全選択」を選択します。データの選択欄にチェックが入ります。

　画面右下の「外部出力」をクリックしてください。

④ファイル出力に関する画面が表示されます。希望のファイル形式を選択します。

「1行目に見出しを出力する」にチェックを入れ、「参照」ボタンよりファイル名と

ファイルの出力先を指定します。

指定後に「OK」をクリックすると、指定場所にファイルが保存されます。
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特定エラー時のデータ移行手順

⑤ヤマトビジネスメンバーズにログインし、B2クラウドメニューより

「各種マスタ（お届け先、ご依頼主、品名）の登録」の「外部データの登録」をクリックします。

⑥「マスタ選択」にて対象のマスタ種別をクリックし、取り込みパターンにて

「基本レイアウト(xls,xlsx または csv)」をクリックします。「ファイル選択」にて手順⑥で

作成されたファイルを選択してください。

⑦紐付け項目に内容が反映されたことをご確認後に、「取込み開始」をクリックします。

60



特定エラー時のデータ移行手順

⑧画面が切り替わりましたら、修正必要件数が「0件」であることを確認いただき、

画面最下部の「登録」をクリックします。

修正必要な赤いエラーが出ていた場合は、該当のデータのエラー箇所を修正します。

例えば、住所欄が赤く表示されている場合は、住所項目の修正が必要になります。

また、確認必要な内容については黄色く表示されます。

黄色い表示のデータについては、内容の確認は必要ですが、そのまま登録は可能です。
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